












 

様式 9-2 

 

②日常的・段階的な言語活動で，思考力・判断力・表現力を育む 
●各見開きには，説明・要約などの短時間で行える言語活動によって，学習内容をまとめる「確認」（机マーク）を設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

●学習のポイントになる部分では，小集団による話し合い活動な

どの「公民にチャレンジ」を設けました。 

➨59，63，77，83，137，153，157，179 ページなど 

 

 

●1章から5章の初めに導入のページ，2章から5章の終わりに学習

のまとめのページを設け，「ディスカッション」「ディベート」「プレゼ

ンテーション」といった多様な言語活動を掲載しました。また，導

入の言語活動とまとめの言語活動に連続性を持たせ，導入での

活動を生かして単元のまとめができるようにしました。 

➨第1章：6-7 ページ／第 2章：34-35，68-69 ページ／ 

 第 3章：72-73，114-115 ページ／第 4章：118-119， 

 164-165 ページ／第 5章：168-169，202-203 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●社会科学習のまとめの言語活動である終章「より良い社会を目指して」では，レポート作成や中間発表などの言語活動を

取り上げるとともに，作品例を掲載するなど，基礎的な技能を身に付けられるようにしました。 ➨206-211 ページ 

 

③公共の精神に基づき，より良い社会の形成に主体的に参画する態度を養う 
●1 章 1 節に「持続可能な社会に向けて」を設け，持続可能な社会の形成に必要な一人一人の社会参画について，具体

的な事例を通して理解できるようにしました。 ➨14-15 ページ 

●3 章 3 節に「私たちの政治参加」を掲

載し，社会参画のプロセスを明示しま

した。 ➨110-111 ページ 

●終章に「探究を社会参画につなげる」

を設け，探究活動を社会参画や自らの

在り方・生き方を考えることへとつな

げられるようにしました。 ➨212 ページ 

●インタビューコラムを掲載し，実際に社

会参画をしている人々の姿から，自らの

在り方・生き方について考えられるように

しました。 

➨47，65，97，108，129，132，151， 

 185，195，212 ページ 

 

キーワードを使って説明する 共通点や相違点に着目して説明する 空欄に語句を補充して説明する 

↑39ページ（上）と 145 ページ ↑95ページ（上）と 105 ページ ↑53ページ（上）と 101 ページ 

→137ページ 

↑第 4章導入（118-119 ページ） ↑第 4章まとめ（164-165 ページ） 

←14ページ 

↑132ページ 



 

様式 9-3 

 

④我が国の伝統と文化の特色を 

広い視野に立って考え， 

国土や歴史に対する 

理解と愛情を深める 
●日本の特色ある文化や伝統に関す

る教材や，伝統文化の継承や保

存に取り組む中学生の姿を取り上

げ，日本や郷土に対する愛情を深

め，我が国の伝統や文化の継承

者としての自覚と態度を養えるよう

にしました。 

➨16-23 ページ，後見返しなど 

 

 

●教科書中に写真を掲載している国宝・

重要文化財，世界遺産の写真にはマーク

（           ）を付し，文化財を通して

我が国の伝統や文化に対する理解を深め

られるようにしました。 

 

●我が国が抱える領土をめぐる問題の現状

について，「公民にアクセス」などで取

り上げ，我が国の領土について正しく理

解し，解決に向けての意識を高められる

ようにしました。 

➨171，195-197 ページなど 

 

⑤環境・エネルギー，防災・安全，人権・平和など，今日的な課題の解決のための意識と態度を育てる 
●         日本の公害問題と地球環境問題，日本と世界のエネルギー事情について，多彩な資料を取り上げるこ

とで，環境やエネルギーの問題への関心を高め，その解決や身近な生活でできることについて，話し合い等を通じて考え

られるようにしました。 ➨14-15，60，154-155，160-161，178-183 ページなど 

●         東日本大震災からの復興や防災対策，防犯などの問題について，多彩な資料や具体的な事例を取り

上げることで，社会参画や地方自治，「自助・共助・公助」，「減災」，人権など多様な観点から考えられるようにしました。 

 ➨14-15，65，112-113，182 ページなど 

●         2 章の導入とまとめに「ちがいのちがい」を掲載したり，生徒の作文や同年代の子どもの姿を取り上げ

たりすることで，人権を自らの日常生活に引きつけて理解できるようにしました。 ➨14，34-35，44-69 ページなど 

●         平和をめぐる問題について，5章の導入とまとめに「バター戦争」と「アニマル大陸の危機を救おう」

を掲載するなど，具体的な事例や活動を通じて考えられるようにし，現在の日本を取り巻く国際情勢を踏まえた記述にする

ことで，生徒が主体的に考えられるようにしました。 ➨14，42-43，168-169，188-203 ページなど 

 

⑥より良い社会生活を営むために必要な能力を育てる 
●     情報リテラシーや情報モラル，メディアリテラシーについて，具体的な活動を通して身に付けられるようにしました。 

 ➨11，62-63，82-83 ページなど 

●     決まりや法，憲法の意義や司法制度の仕組み，契約の意義などについて，模擬裁判などの活動を交えて取り

上げることで，法の果たす役割について具体的に理解できるように工夫しました。 ➨28-31，38-41，92-99，122-123 ページなど 

●     憲法改正や選挙の仕組みなどについての記述を充実させるとともに，3章の導入とまとめや「公民にチャレンジ」

などの活動を通して主権者意識を高められるようにしました。 ➨40-41，56-57，72-83，108-111，114-115 ページなど 

●     消費者問題や消費者の権利に関する記述を充実させ，本文や図表，「公民にチャレンジ」の活動などを通して，

自立した消費者として必要な知識や能力を身に付けられるようにしました。 ➨122-125 ページなど 

 

⑦国旗や国歌を尊重する態度を育てる 
●5章1節の「国際社会における国家」で「国旗と国歌」について記述し，国旗・国歌を尊重する重要性を理解できるように

しました。 ➨171 ページ 

→22-23ページ 

→196-197 ページ

環境・エネルギー 

防災・安全 

人権 

平和 

情報 

法 

主権者 

消費者 



 

様式 9-4 

 

 

①基礎・基本の定着を確実にする単元の構造化 

●各章の学習を，「学習に興味・関心を持たせる導入部→学習を進める展開部→章の学習をまとめる終結部」という流

れで構造化し，基礎的・基本的な知識や概念を確実に習得できるようにしました。また，導入部と終結部の教材に

関連性を持たせることで，章の学習の流れを明確化し，章の学習の成果を終結部で活用しやすくしました。 

 ➨（第 2章の例）導入部：33-35 ページ→展開部：36-67 ページ→終結部：68-70 ページ 

●1 章 1 節に「持続可能な社会に向けて」を掲載し，終章での探究テーマである「持続可能な社会の形成」を公民学習

の冒頭で意識させ，終章でも振り返らせることで，各章の学習を終章の探究へと確実に結び付けられるようにしました。 

 ➨14-15，205-212 ページ 

●1 章 3 節で学習する「対立と合意」「効率と公正」の見方

や考え方について，第 2章以降の学習でも活用し，理解を

深められるよう，「公民にチャレンジ」や章のまとめのペー

ジなどに「対立と合意」「効率と公正」を踏まえて考える

問いを適宜掲載し，マークを付しました。 

 ➨59，85，107，131，147，153，179 ページなど 

●2 章から 4 章は「人権・憲法→政治→経済」の順にするこ

とで，公民学習の基盤である「人権・憲法」を初めに学

習し，経済については，政治の仕組みや政策との関連か

ら，学習を深められるようにしました。 

●第3章は「国の政治→地方の政治」の順にすることで，生徒がテレビや新聞等を通じて触れることの多い「国の政治」

についての学習を先に行い，民主政治の理念と仕組みについておさえたうえで「地方の政治」の学習を展開できるよ

うにしました。 

 

②小学校社会科や地理的分野・歴史的分野の 

学習との円滑な接続に配慮した構成 

●冒頭の「公民の学習の初めに」では，地理・歴史教科書の資料を掲載し，

両分野の学習内容と公民的分野とのつながりを示すことで，地理・歴史と

公民との円滑な接続を図れるように配慮しました。 ➨前見返し，1ページ 

●1 章から 5 章の導入で，小学校社会科教科書や，地理・歴史教科書の学

習内容を振り返ることで，各章の学習と小学校社会科や地理・歴史との

接続を図れるようにしました。 ➨5，33，71，117，167 ページ 

 

③3分野の学習の関連を図った教材構成 

●環境・エネルギー，伝統文化・宗教，防災・安全，人権・平和といった「持

続可能な社会の形成」に関連する課題のうち，地理的分野や歴史的分

野の学習を踏まえることが効果的な課題については，「アクセス」や「深

めよう」などのコーナーで3分野共通で扱い，他分野との関連を示す「分

野関連マーク」を付すことで，3 分野の学習を通じて社会科としての学

習の目標を達成できるようにしました。 

➨アクセス・チャレンジ：43，65，110-111， 

 129，196-197，199 ページ 

 深めよう：66-67，112-113，160-161， 

 182-183，190-191 ページ 

 

 

 

 

④学習効果を高める写真や図表の工夫 

●漫画やイラストなどを掲載し，生徒が興味・

関心を持って学習を進められるようにしま

した。 

➨24-31，168-169， 

 202-203 ページなど 

 

構成・配列 3 

↑59ページ 

→71ページ

→112-113 ページ 



 

様式 9-5 

 

 

①生徒が使いやすい造本面の工夫 
●視覚的効果が高い幅広の判型（ＡＢ判）を用い，資料を豊富に掲載するとともに，写真や文字の鮮明さに留意し，見やすく印象

的な紙面構成になるように工夫しています。また，使用している文字の大きさや書体は適切で，読みやすいものになっています。 

●針金綴じを用いて製本するなど，造本は堅牢で，長期間の使用にも十分耐えうるものになっています。 

②特別支援に関わる適切な配慮 
●色覚特性がある生徒にも見分けやすい色を使用するとともに，グラフでは線種でも見分けがつくようにしています。 

●小さな文字が読み取りにくい生徒に配慮し，読み取りやすいゴチック体の振り仮名を採用しています。 

③用紙等の環境への配慮 
●用紙には，強度と発色性とを兼ね備えた質の高い再生紙を使用し，環境に配慮するとともに，文字や図表，写真などの資料が

読みやすく，色映えするように工夫しています。 

●印刷用のインキは，環境に配慮した植物油インキを使用しています。 

 

 

 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数 

公民学習の初めに （1）-ア 前見返し-1ページ 1 

第 1章 現代社会と私たちの生活  5-32 ページ 13 

 導入 

 1 節 現代社会の特色と私たち 

 2 節 私たちの生活と文化 

 3 節 現代社会の見方や考え方 

 まとめ 

（1）-ア，イ 

（1）-ア 

（1）-イ 

（1）-ア，イ 

 

5-7 ページ 

8-15 ページ 

16-23 ページ 

24-31 ページ 

32 ページ 

1 

4 

3 

4 

1 

第 2章 個人の尊重と日本国憲法  33-70 ページ 16 

 導入 

 1 節 人権と日本国憲法 

 2 節 人権と共生社会 

 3 節 これからの人権保障 

 まとめ 

（3）-ア 

（3）-ア 

（3）-ア 

（3）-ア 

（3）-ア 

33-35 ページ 

36-43 ページ 

44-59 ページ 

60-67 ページ 

68-70 ページ 

1 

4 

7 

3 

1 

第 3章 現代の民主政治と社会  71-116 ページ 22 

 導入 

 1 節 現代の民主政治 

 2 節 国の政治の仕組み 

 3 節 地方自治と私たち 

 まとめ 

（3）-イ 

（3）-イ 

（3）-イ 

（3）-イ 

（3）-イ 

71-73 ページ 

74-83 ページ 

84-101 ページ 

102-113 ページ 

114-116 ページ 

1 

5 

10 

5 

1 

第 4章 私たちの暮らしと経済  117-166 ページ 22 

 導入 

 1 節 消費生活と経済 

 2 節 生産と労働 

 3 節 価格の働きと金融 

 4 節 政府の役割と国民の福祉 

 5 節 これからの経済と社会 

 まとめ 

（2）-ア，イ 

（2）-ア，イ 

（2）-ア 

（2）-ア 

（2）-イ 

（2）-ア，イ 

（2）-ア，イ 

117-119 ページ 

120-127 ページ 

128-135 ページ 

136-145 ページ 

146-153 ページ 

154-163 ページ 

164-166 ページ 

1 

4 

4 

5 

4 

3 

1 

第 5章 地球社会と私たち  167-204 ページ 16 

 導入 

 1 節 国際社会の仕組み 

 2 節 さまざまな国際問題 

 3 節 これからの地球社会と日本 

 まとめ 

（4）-ア 

（4）-ア 

（4）-ア 

（4）-ア 

（4）-ア 

167-169 ページ 

170-177 ページ 

178-191 ページ 

192-201 ページ 

202-204 ページ 

1 

4 

5 

5 

1 

終章 より良い社会を目指して （4）-イ 205-212 ページ 5 

  予備時間 5 

※予備時間は，生徒の自主的な学習活動の時間や評価などにあてる時間です。 合計 100 

 

２.対照表 

印刷・造本 4 


